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取り組むことになる5つの課題

（１）問題は技術である

（２）問題は組織である

（３）問題はマネジメントである

（４）問題は技術力である

（５）問題はビジョンである
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（１）問題は技術である
（２）問題は組織である
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大規模組織における情報基盤整備

個別対応による無駄を排除，資源の集中化による効率化

システム
A

システム
B

システム
N

個別対応

・・・

システム
A

システム
B

システム
N

基盤対応（共通化）

・・・

システム数

コスト

それぞれのシステムごとに
独自対応のためコスト増大

システム数

コスト

基盤化し資源を集中することで効率
化も図れるためコストは維持/減少



共通化の対象はより上位レイヤへ

7

技術

レイヤ９ 政治層

レイヤ８ ビジネス層

レイヤ７ アプリケーション層

レイヤ６ プレゼンテーション層

レイヤ５ セッション層

レイヤ４ トランスポート層

レイヤ３ ネットワーク層

レイヤ２ リンク層

レイヤ１ 物理層
キャンパス
ネットワーク

統一ID

シングル
サインオン

キャンパス無線
ネットワーク

大学
ポータル

全学メール

サーバ
ハウジング

教育用
端末群

サーバ
ホスティング

認証基盤
(LDAP等)

クラウド

どこの大学でも同じようなことを
同じように悩んでいる

組織縦
割
度



現在の学内情報環境の問題点
情報システムの多様化/複雑化に伴い，情報へのアクセス性が悪化

コース管理システム
（WebCT）

研究室・教室・学科等
独自のホームページ

学務情報
システム

（休講案内等）

附属図書館
電子図書館機能

情報の利用者の視点ではなく，
情報の発信者の視点でのシステム構築

名古屋大学
ホームページ

シラバス
システム

履修登録
システム

• 複数のシステムの使い分けが大変

• 必要な情報がすぐに見つからない

• 携帯電話やＰＤＡで見られない

• 情報の所在はユーザが独自に管理

成績証明書
発行システム

電子メール



大学ポータル＝パンドラの箱!?

障害＝現在の大学が直面している様々な問題



名古屋大学ポータル

CAS (シングルサインオン）

uPortal (大学ポータル開発フレームワーク）

情報サービスの統合化技術
（技術面・組織面）



02年度 03年度 04年度 05年度 06年度

技術面＆組織面での進展
〜名古屋大学ポータルの場合〜

統合度

時間

第１世代

第2世代

第3世代
全学ID （LDAPサーバ）
大学ﾎﾟｰﾀﾙﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （国際化uPortal）
データ永続化（Postgres）

大学ポータル専門委員会設置

情報サービス統合技術・組織基盤

07年度 08年度 09年度

第4世代

利用規程・内規制定
全学IDの全学的承認
学務情報ｼｽﾃﾑ推進委員会との連携

アプリ連携（教務システム）
全学ID+SSO （LDAP+CASサーバ）
大学ﾎﾟｰﾀﾙﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （国際化uPortal）
データ永続化（Oracle 10g RAC）
負荷分散（ﾛｰﾄﾞﾊﾞﾗﾝｻ・SSLｱｸｾﾗﾚｰﾀ）

ｻｰﾊﾞ共有 （教員ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙDB）
ﾎﾟｰﾀﾙUI更新（uPortal+VTｽｷﾝ）

教員ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙDB連絡会との連携
情報戦略組織の検討（WG+FS室）

情報連携統括本部設置
災害対策室との連携

S/W開発ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （安否確認）
Service Delivery Network （災害対策）

情報推進部による本格運用

uPortal Version 3
個人化機能強化
ポートレット独自開発



名古屋大学ポータル統合スタック

Internal Network (Load Balancing, SSL) 

Servers (H/W, OS)
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名古屋大学ポータル 名古屋大学ポータル関連サービス

広報室

学務部

評価
企画室

災害
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総務部人事課

部局・学科
…. 

図書館

メディア
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全学技術
センター



クラウドの時代へ
到達可能で
あること

参加可能で
あること

ユーティリティで
あること

分散化
（Decentralized)

集中化
（Centralized) 13

ウェブ 1.0

ウェブ 2.0

ウェブの時代 クラウドの時代

情報通信基盤に
求められる機能

年
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報
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社
会

基
盤

と
し
て
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進
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度

1991 20071969

ネットワークの時代

TCP/IP

不良債権
回収



名古屋大学ポータル統合スタック
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名古屋大学ポータル 名古屋大学ポータル関連サービス IaaS層
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SaaS層



アカデミッククラウド環境

X大学構成員
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グリーン IT プライバシ

災害対策
セキュリティ

高度IT人材
育成

費用対効果
改善

デー
タ

デー
タ

デー
タ

Y大学構成員

名古屋大学構成員

Y大学ポータル

分散配置
計算機リソース群

名古屋大学
ポータル

K

仮想化された分散配置計算機リソース群上でHPCサービスから教育研究に必要な
サービスまでを動的に構成・提供可能な大学間連携型学術情報プラットフォーム

共同研究対象

クラウド型教育・研究・業務サービス
広域仮想化情報サービスプラットフォーム
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アカデミッククラウドにおける
サービスピラミッドと研究の対象
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アカデミッククラウドの共同研究全体像

Software-as-a-Service 
(SaaS)

Platform-as-a-Service 
(PaaS)

Infrastructure-as-a-
Service (IaaS)

サーバサイド クライアントサイド

大規模仮想化計算機
リソース基盤

ACL 学蔵
Sakai
CLE

デスクトップ
クラウド

ストレージ
クラウド

アプリケー
ション
クラウド

• 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (ACL, 学蔵, Sakai CLE)
公募型研究（◎名工大・豊橋技科大・三重大・岐阜大・静大・○名大）

• IBM Shared University Research (SUR) Award (ACL) … 10,000 US$ 相当のマシン寄贈
• 科研費基盤B (ACL) … 3年間で1,510万円（研究代表: 梶田）
• NTT 共同研究 (ACL, ID Federation)

QoS
学内SSO・組織間認証連携

Application Programming Interfaces

Private – Public 連携

大学デスクトップ



仮想マシン
イメージ

リソース管理
マネジャ

ブレードサーバ群

ユーザAの
仮想実習
マシン

リクエスト

ユーザ A @ 自宅，実習室，端末室等

リソース割当

RDC や ssh に
より利用

アプリごとの
仮想マシン

イメージバンク

選択

個人用
ストレージ

コース
管理ｼｽﾃﾑ

認証・権限
管理ｼｽﾃﾑZ

C

K

E

T
P

R

B

X 連携
A

仮想化された計算機リソース

クラウド型専門教育実習環境

J
大学ﾎﾟｰﾀﾙ

Academic Computing Laboratory
オンデマンドで仮想化計算機リソースにより構成される仮想コンピューティング実験室
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開発用PaaS 環境
（NTT 武蔵野）

Eucalyptus

仮想マシン
イメージ
仮想マシン
イメージ

仮想マシン
イメージ

RDC や ssh に
より利用

CAS-
Shibboleth

連携

アイデン
ティティマ
ネジメント

ソフトウェ
アライセン
ス管理

VCL by NCSU
(Apache VCL)



災害対策のための７センター連携型
データ貯蔵サービス「学蔵（Gakuzoh）」

• データ投入
– SFTP (ポート: 218)

• データ投入先
– /export/NGY001/backups/  （NGY001: プロジェクト名，backups: シェア名）

• 地域内バックアップ（スナップショット機能）

• 地域間バックアップ（レプリケーション機能）

学蔵ノード
(京都大学)

学蔵ノード
(北海道大学)

学蔵内部ネットワーク

Sun Storage 
7110 (2TB)

x 5台

学蔵ノード
(大阪大学)

学蔵ノード
(九州大学)

L2S
W

L2S
W

L2S
W

L2S
W

2010年3月現在

学蔵ノード
(名古屋大学)

SINET L2 VPN
（NII）

L2S
W

Sun Storage 
7210 (23TB)

x 1台

SINET

データ
投入

地域間
BKUP

地域内
BKUP



Software-as-a-Service (SaaS)

Platform-as-a-Service (PaaS)

Infrastructure-as-a-Service (IaaS)

Sakai 3

Cloud Provider
(Amazon, IBM, MS, Sun, Fujitsu, …)

Server Side

uDesktop
Tools

Eclipse RPC

Client Side

クラウド環境での
教育研究支援ツール開発・運用基盤

大学間連携によるオープンソースソフトウエア
（コミュニティソース）の開発

Ja Sakai



Sakai Project
http://www.sakaiproect.org/

• OKI が達成した成果をもとに，
– ミシガン大学の CHEF
– MIT の Stellar
– インディアナ大学の OnCourse
– スタンフォード大学の CourseWorks
のそれぞれベストなところを，WSRP, JSR-168(Portlet 規格) に準拠した

uPortal 3.0 (JA-SIG)を使って融合

• Sakai Educational Partner Program (SEPP)
Carnegie Mellon University, Columbia University, Cornell University, Harvard University 
Johns Hopkins University, New York University, Princeton University, UC Berkeley,
UC Los Angeles, University of Wisconsin - Madison など約100大学が参画

• 法政大学，名古屋大学も参画



Placing the Sakai Product

Collaboration / Groupware

Teaching
and
Learning

Charles Severance, `` Sakai Foundation Overview'', http://confluence.sakaiproject.org/confluence/x/gqc,  
7th Sakai Conference, Amsterdam, Netherlands, 12-14 June 2007

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Sakai is a Collaboration and Learning Environment.    Sakai can be applied in both a teaching and learning environment as well as research collaboration.



Sakai 3 = Restful Kernel + UI

A大学UI

B大学UI

C大学UI ….

クラウドコンピューティング
の時代へ
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オフィシャルリリース

タイムライン
http://www.slideshare.net/mkorcuska/sakai-3-v07

25

Sakai 2.6

Sakai 2.7

Sakai 3.0

2009 2010 2011 2012 2013

プレビュー

ハイブリッド

Sakai 2.5

Sakai 2.8?

Join Us!



アカデミッククラウド環境
裾野の広いサービスを動的に構成・提供可能

26
「統計的多重化」による計算機リソースの効率的な利用

（任意の時間に，多数のユーザが，様々な目的に使うこと）

計算機リソースに対
する過大・過小投資
のリスクの軽減

ハードウェア更新
からの解放

大規模調達による
コスト削減

大学レベルのHPCアプリケーション

大学・部局レベルの教育・研究・業務系
アプリケーション

専門分野共通の教育・研究
アプリケーション

Mathematica による

微分方程式に関す
る課題レポート 研究データのSPSS 

による統計解析

専門分野固有の教育・研究
アプリケーション

ス
パ
コ
ン

SI
N

ET

学蔵

ＡＣＬ

大
規
模
仮
想
化

計
算
機
リ
ソ
ー
ス
基

盤

レポート執筆の
ためのOffice系
アプリの利用

ペタコン・スパコンで
の実行用ソフトウェア
の高速化・デバッグ

業務用データの保管

仮想マシンのイメージ
の保管

全学メール
ボックスの保管

E-Learning

グリッド環境での計算

Sakai CLE

自学自習型
CD-ROM 教材に
よる外国語教育

Matlab によるディジ

タル信号処理に関
する学生実験

3次元 CAD ソフトウェ

アによる構造物設計
に関する学生実験

計算機クラスタによ
る多体化学系の反
応現象の解析・
シミュレーション

履修登録等の高負
荷時の臨時サーバと

して使用

コース管理システム

電気代抑制

ｿﾌﾄｳｪｱﾗｲｾﾝｽ
の厳格管理

学生が自宅からで
も利用できる
仮想端末

ｾｷｭﾘﾃｨ向上

仮想端末上での

成績等の高セキュ
リティ業務用データ

の使用

教務システム

SaaS層 PaaS層 IaaS層

SaaS: Software-as-a-Service
PaaS: Platform-as-a-Service
IaaS:  Infrastructure-as-a-Service



（２）問題は組織である
（３）問題はマネジメントである
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情報連携統括本部

情報基盤センター

情報推進部

情報戦略室



情報戦略室による強力なマネジメント

運用力

研究開発力

マネジメント力が弱く，研究開発力，運用力の
バランスがとれていない状態

大学の情報化

業務遂行のための戦略

次世代情報
サービスの
ための戦略

期限付き
プロジェクト
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業
務

タスクフォース（戦略室）
プロジェクト（業務）

情報連携統括本部

イニシアチブ（戦略室）

P1 P2 T1 T2



情報連携統括本部の人材育成

研究者

上級技術職員

技術職員
事務職員

学内
部局

情報基盤センター

情報推進部

情報戦略室

各種プロジェクト

各種プロジェクト

H21.10.12 Shoji Kajita 



縦割から協働へ
日本版 EDUCAUSE の基本理念

研究支援 教育支援 事務支援

研究者

教員

技術職員

事務職員

幹部職員
（CIO等）

立場の異なる人々が各々の業務分野・興味関心で知見・実践を
共有するオールジャパンの情報技術利活用実践コミュニティ

国立大規模A大学CIO

私立大規模G大学

国立大規模M大学

国立中規模N大学

国立大規模T大学

国立大規模T大学

国立大規模T大学
私立大規模N大学

国立大規模K大学

国立大規模K大学

国立中規模O大学国立大規模H大学

公立小規模R大学

私立小規模W大学

国立小規模T大学

私立中規模B大学

国立小規模X大学

国立中規模S大学

私立大規模E大学

私立中規模Y大学公立小規模U大学

国立大規模P大学

国立小規模D大学

私立小規模J大学

私立小規模L大学

国立小規模I大学

国立小規模D大学

私立小規模F大学

私立小規模H大学
公立小規模J大学

公立小規模K大学

国公私立大学
の大規模な連携

（国内初）



ICTを利用した高等教育・学術研究機の
教育・研究・経営の飛躍的強化

1. 共通技術基盤・組織基盤の構築・維持

2. 方法論と支援するツール群の開発・共有

3. 教員・職員・学生のICT利活用力強化

4. 幹部・サポートスタッフの養成とキャリア形成

大学ICT推進協議会のビジョン・ミッション・ストラテジ

ミッション: 
ICT 利活用による

1. 効果的・多様な教育の実現
2. 研究推進環境の構築
3. 機関経営の改善

ストラテジ



研究・調査

会員相互間の研究開発・
実証実験・共同調査の実施と支援

年次大会

各大学における取り組みの発表・
議論や最新技術展示を行う
大規模な研究集会の開催

国内連携・ｱﾄﾞﾎﾞｶｼｰ

各大学・センター等が別途加盟す
る各種団体との連携や政策提言

日本版EDUCAUSE

主な事業活動
会員機関のボランティアメンバが主導

•自学の強み・弱みの定量的・相対的な認識
• 他大学動向の定量的な把握

• 各大学の研修活動を支援
• 個人レベルでの能力アップを支援

国際連携・協調

米国EDUCAUSE，カナダCUCCIO，
英国JISC，豪州CAUDIT，オランダ

SURF との連携・共同事業

会員間情報共有

最新動向・共通課題・ベストプラク
ティス・国際動向等の情報共有
（会誌・ウェブ・Twitter 等を利用）

ITベンチマーキング

情報技術利活用推進に関する
経年変化調査

• オールジャパンのコミュニティを
背景にした強力な発言力の形成

ｽﾀｯﾌﾃﾞﾍﾞﾛﾌﾟﾒﾝﾄ

ウェブセミナー・研修会・講演会・
分野別研究集会等への

参画を通じた情報系職員研修

標準化・共通化

情報技術に関する標準化・共通化，
オープンソースソフトウェア利活用，
ソフトウェアライセンス団体交渉

• 各大学におけるよりよい意志決定を支援
• 研究者の業績化

• ベンダーロックインの排除
• 長期的な情報投資保護• 国際的なコミュニティを背景

にした強力な発言力の形成

• 実際に役に立つ情報の共有
• ノウハウなど暗黙知的な経験の共有

• コミュニティ形成・参画
• 生情報の収集



大学ICT推進協議会設立総会・記念講演会
12月11日土曜日午後3時〜5時＠京都テルサ

“Building Community and Collaboration: How University ICT 
Organizations Can Working Together to Transform Higher Education”
「コミュニティ形成とコラボレーション：高等教育の質的変革のために
各大学のICT組織はどのように協働できるのか」

協議会自体は法人（大学・企業等）としての加入とな
りますが，本会合には個人の資格でも参加できます

EDUCAUSE 役員会・会長
ブリティッシュコロンビア大学

情報技術担当副プロボスト
(2011年1月17日からはコーネル大学CIO兼副学長
に着任予定)



（４）問題は技術力である
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単位認定

履修登録 定期試験

15週

学
習
レ
ベ
ル 課題レポート

課題レポート

課題レポート

グループ学習

実験・実習

講義

講義

講義

コース管理システム（CMS）



米国におけるCMSマーケットの現状
Kenneth C. Green, “Campus Computing 2007 - The 18th National Survey of Computing and Information 

Technology in American Higher Education”

%

9割の大学が何らかのCMSを導入，5割の教員が現場で利用

「未成熟な製品に
より成熟した市場」

by Kenneth C. Green

米国でもさらなる「深化」が求められている

イノベーションは辺境から始まる



WebCT
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2008.4 2009.4 2010.4 2011.4

WebCT CE4 を含む
第2世代情報メディア
教育システムの運用

情報戦略室
タスクフォース
での議論・評価

2008.1末

WebCT CE4 の運用に必要なハードウェア・ソ
フトウェアライセンス・サポートを2年間延長

8ヶ月間
再延長

WebCT 
CE4
運用

ポスト
WebCT 
議論

情報メディア教育センター
での議論

NUCT
(Sakai)
実装

2007.4

2.6（評価用）

2.7β（運用1）

2.7（運用2）

決定

ポスト WebCT の議論



ハードウェア

OS

ミドルウェア

ツール群

コ
ン
テ
ン
ツ

Bb
R9.x

Apache, Tomcat

教務ｼｽﾃﾑ連携

Solaris

LB, SSLｱｸｾﾗﾚｰﾀ
ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾞ,  SAN

: 統括本部担当

利用支援

:  基盤

: ｱﾌﾟﾘ

: 教育系組織，ユーザ

: 利用支援

アプリ基盤

技術職員B

技術職員I

技術職員C

技術職員A

技術職員G

技術職員E

技術職員D

技術職員F

技術職員H

Oracle 10g RAC

Sakai
2.6.x

サイト自動登録
時間割CH連携

作成支援

構築
Admin 業務
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ
障害対応

DB構築
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

構築・運用・障害対応
負荷対策

構築・運用・障害対応
負荷対策

教員・学生利用支援
（ﾏﾆｭｱﾙ範囲内）

ﾂｰﾙ高度利用
（ﾏﾆｭｱﾙ範囲外）

コ
ン
テ
ン
ツ

業務委託

技術職員を中心とした運用体制へ



（５）問題はビジョンである
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情報環境マスタプラン2010
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http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/masterplan/



44



45



教育学習活動の大規模観測データベース

相互作用

教育・研究活動のビジョン

情報技術が能動的に支援する
先端的教育学習情報環境の探究

教育目標

フィールド指向の
研究者・技術者の育成

学生教員

センター
スタッフ

集積基盤技術
ディジタル信号処理大規模SW開発DB技術

解析基盤技術
パターン認識・統計的手法

理解基盤技術
エージェントベースシミュレーション

演繹的

帰納的 ニーズ

研究テーマ

人・社会のための
情報環境知能

クラウド型情報基盤技術
サービスコンピューティング

参加型情報基盤技術
オープンコンピューティング

研究者
（学生）

研究者
（教員・ポスドク）

センター
スタッフ

実際の利用現場
への展開

実際の利用現場
への展開

プロト
タイプ

研究フィールド＝大学教育現場

教育の
情報化

情報教育
の高度化



ユーザ認証基盤

CMS SIS

受講者名簿

最終成績

履修登録
成績確認

学習記録

e-Portfolio

学習記録 教員

研究者総覧

電子ジャーナル

財務会計

SNS

大学….

安否確認

各種アクセス手
段に合わせた
情報提示

大学ポータル

課題レポート，試験答案，ノートなど，
学習過程で学生が生成した「学習に
関する記録・成果物」を扱うシステム

CMS: Course Management System
SIS: Student Information System

学生

大学カレンダ
機関リポジトリ電子メール

掲示板



平成23年度概算要求（名古屋大学）

48

東海学術オープンコンソーシアム
大学間連携型の教育活動のための情報基盤・情報サービスを提供

CMS
コース管理システム

SIS
教務システム

e-Portfolio
学習履歴管理システム

SIS: Student Information System
CMS: Course Management System

大学

教員

学生

ログイン

東海学術ポータル

ACL
オンデマンド型仮想端末

学蔵
データストレージ

各大学の
教職員・学生 ペタコン

HPC計算結果

シミュレーションアプリ
データ可視化アプリ

課題レポート
自宅学習

ユーザ認証
権限認証

大規模仮想化
計算機リソース
基盤(要求設備)

名大
スパ
コン

名古屋大学
※関連オープンソースプロジェクト



49

高等教育分野を対象とした
インフィールド情報学の開拓

教育 研究

業務
センター
スタッフ

学生
研究者

（教員・ポスドク）目標

先端的

教育学習支援環境
の探究

研究フィールド＝大学教育現場

先端的
情報技術教育

先端的
情報サービス

臨床現場

研究者育成

教員

研究者

研究者
（学生）

学生

センター
スタッフ

センター
スタッフ

ニーズ・課題
高度IT人材

育成

論文

学会

論文

知見

業績

ソース

コミュニティ

オープンソース
ソフトウェア

知見

業績

実践的成果

電子情報通信学会，
情報処理学会，

教育システム情報学会，
日本教育工学会，

IEEE, ACM 等

Sakai, Jasig 等

学術的成果
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